







教 育課程 が新 しくな って 5年 ほ どた った. 生徒 に数学 を通 して ｢考 える力｣
を与 える試みが数多 くな され ている中でオー プンアプ ローチ を用 いた陳腐学習型
の授 業が今 こそ必要 とされ てい る｡今回は特 に ｢グラフ電卓｣ とい うテ クノロシ??????? 導入 し,問題解決 の糸 口をつ かめない生徒 に,予測 を立 て させ ることによ り



































































































































り因数分解す ると ¢2-2)2-0 とな る
ので ･F士J3 よって異なる実数解 の個
数は2個である｡ しかし他の例において
は因数分解が成功せず,グラフ屯卓から





a≦0 の とき極小値 (最小値)が 4で
あるから解なし｡ α>0 のとき
y■4x3-4ar-gx(x2･a)であるから,





解は, a<2のときな し, a-2のとき
2つ, a>2のとき4つである｡
なお x2n (nは 0以上のを数)で作
られた多項式のグラフは一般にy軸に対
称になるのではないかと予測 しているD
た とえば 6次関数 yFX6-4x2十4は 対 称
になる｡
また, a-3の し■_きの解 として出てく
る2次方群式 x2-3±J盲 の解は,二重
根号をはずすことにより
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